






「被保険利益」 とは損害保険契約の 目的で あって、損害保険契約 が有効に成立するために
現行商法第630条および新保険法第3条 において強行法的に要求 される要件である。 この被
保険利益は、損害保険契約において、保険事故が発生す ることによって被保険者が損害を被
る可能性のある経済的利益をいう。損害保険契約は、当事者の一方が.定 の偶然な事故によ
って生ず ることのある損害をてん補することを約 し、相手方がこれに対 して報酬を支払うこ




この ように損害保険契約 において被保険利益の存在 を強行法的に要求す る理由について
は、 これまでに色々な学説が唱 えられてきたが、理論的には ともか く、実務r.では、今 日、
保険実務の慣行あるいは保険加入者や保険者のニーズ実現の必要性から、この被保険利益の
要件の厳格性 は大幅に緩和されていると一般 に考 えられている。
しか し、損害保険契約においては、一般損害賠償 における場合と異なり、損害の発生また
は損害てん補の問題をそれだけとして独.立して論 じることは不可能であって、常にこれを被
保険利益の概念に関連 させて論 じなくてはならないのであ り、 したがって、被保険利益は、
依然 として損害保険契約における保険の目的物あるいは保険給付が何かを確定する上で重要
な機能 を果たしていることも事実である。
提出論 文 「被保険利益の地位と機能の今 日的意義」(以下、本論文という。)は、 この被保










である被保険利益の概念は リスク ・保険需要 ・損害保険商品の多様化に伴い変容をみせてい
くことがあるとしても.、被保険利益 を損害保険契約の要素 とする原則を廃棄することはでき
ない。
② 被保険利益は損害保険契約の内容を確定する機能 を有 している、,つまり、被保険利益
がfiifit:することにより損害保険契約が有効 となる。また、被保険利益は保険事故が発生する
ことによって損害 を被る可能性のある経済的利益であるので、その経済的評価は保険金 を支







論展開期へ と、被保険利益概念の生成 ・発展とその背景を概観 し、(2)被保険利益の.存在意
















第1章 被 保 険利 益概念の生成 ・発展 とその背景
1は しが き
ll被 保険利益概念の生成 ・発展段 階区分 の視 点
皿 被保 険利益概念の生成 ・発展 の推移...・覧





















6.Kischの被 保険利 益 論
7.Roelh-Jaegerの関係 説






覇 戦 後 における被保険利益 論展 開期






(2)ローマ法系オ ラ ンダ法の利 益の条件
(3)利益 のない保険;賭 博 保険










第2章 わが国の被 保険利益 学説 にお ける議 論.
1は しが き
Il被保 険利益学 説 をめ ぐるわが国の背景
1.被保険利益 学説 をめぐるわが国固有の事情
2.立法段階 にお ける経緯




4.損害 を被 るお それ のあ る利益説
5.損害 発生の可能性 とす る説
nむ すび





























































皿 減価条件と再築 ・再取得条件 ともに要求す るもの



















































































































1,被 保 険 利益 概 念 の 生 成 ・発展 と その 背 景..
第1章 では、 まず被保 険利益概念 の発展 の推移 を一tiにま とめ、(1)被保 険利 益概 念 誕生
期、(2>18世紀 中葉 か ら19世 紀中葉 にい たる発展期 、(3>19世紀 後半か らの被保険利 益概
念完成 期、 ④ 戦後にお ける被保 険利 益論展 開期、へ と学 説発展 の跡 を辿 って いる。
利 葺概 念 の始 まりを1484年のバ ル セロナ の保険法 令 に求 め、 その完成 は ドイ ツで は イギ
リスよ り100年遅れ て19世 紀にEhrenbergで完成 したが、その考 え方は両 国同一一で ある と
す る加藤 由作 説、利 益概念 の生成 を イタ リアの古典 とりわけDeCasaregisに求 め、 それ以
後は イギ リスの見解 につ いて全 く言 及せず 、結論 として、 ドイツに関 して加 藤由作 説 と同 じ
く、利 益 学 説はEhrenbergで完成 した と論 じて い るGartner説。 また、 戦後 につ.いて は、
Koenigの利 益否定 論、Ponatiの関係 説、Mollerの利 益 観、GarLnerの見解 ・学 説 史考 察 、
Niekerkの学説 史考察 、BerlinerKommentarにおけ る利 益概念 な ど、被保 険利益 概念 の't.
成 ・発展 とその背景 を詳細 に検討す るこ とによって、被保 険利 益の地位 と機 能の今 日的 意義







損害てん補契約であるといえる。また、保険者 と.保険契約 者との問の保険取引をみ ると、保
険契約者は偶然の事故により損害 を被ったとき、保険者からその損害のてん補が受 けられる












公序に反 しないよう、利得防止の措置を講 じなが ら、柔軟に対応 して差 し支えないと考える。
3.被保険利益の地位 と機能
第3章 では、まず被保険利益の地位 いかんについ.て、「損害てん補」の契約 とは現実 に発
生 した損害のてん補 を本質的内容 とする契約であると解 し、この損害の発生の前提 としての
被保険利益は損害保険契約が存.立するための絶対的要件であるとする 「絶対説」(客観主義
ない し絶対主義的見解〉、保険契約を保険契約者が保険料の支払義務 を負い、保険者は条件
付ない し期限付の保険支払義務を負 う金銭給付契約である、とす る 「相対説」(主観主義な
い し相対主義的見解〉、そして相対説が.一括 して例外現象 として取 り扱 ったものを二つに分
け、保険事故の発生によって生 じた実損害額 と、損害てん補 として給付 される金額 との間に
量.的ズ レが生 じるところの、評価済保険、保険価額の法定、萩価保険等のグループを 「てん
補原則」σ)量的例外として.とらえ、保険事故の発生によって必ず しも確定損害が生 じたとは
いえないが、確定損害が生 じていζ蓋然性が大きい場合、損害の確定を待たずに直ちに保険





























「損害保険契約ハ当事者.ノー 方 力偶然ナルー定 ノ事故二因 リテ生スルコ トアルヘキ損





② .利得禁止原則の法的性質についてｫ,狭 義の利得禁止原則 と広義の利得禁止原則に.分
けるか、あるいは最狭義の利得禁tl:1r則と狭義の利得禁1.is原則に分けて、任意規定的
原則あるいは強行規定的原則 として位置づける考え方がある。.
保険が健全な社会制度 として存荏するために容認 されない利得をもた らす保険給付
を禁止す るとい う意味で.の利得禁止原則 を広義の利iL原 則 とす る.考え方がある







るものの、損害 と保険給付 との間の関連牲のない保険給付は容紹 されないという意味











止、道徳的危険の排除 といつた機能 を有 してお り、利得禁.【.ヒ原則は損害保険の 「損害
てん補」契約性から要請される原則であって、保険賭博化の防止、モラル ・ハザー ド
の排除を目的としているから、被保険利益 と利得禁止原則 とは..一.・体の関係にある。





間違 いないが、それは被保険利益の機能のうちの一つである。 利得 とは、被保険利
益について発生 した損害額を超える保険給付のことであって、.損害額は損害発生時の
保険価額によって算定 される。 したが って、被保険利益は、保険契約成立段階で利得
が生 じる可能性 を事前に防止す る機能を営むと同時に、保険事故発生時の保険給付の
限度 をどうとらえるかの基準 となるものであ.るから、利得禁il二原則について検討する
場合、被保険利益を無視することはで きない。保険価額 を有 しない責任保険等のいわ
ゆる消極保険では、約定の責任の負担 または費用支出の負担によって消極財産が生 じ
ることそれ自体が損害なのである。
5.責任保険 にお ける被 保険利益
第5章 では、被保険利益 を 「保険事故によって被保険者が喪失す る財産財ないし価値」 と
する財産財説ないし価値説、「.・定の物に危険が発生することによって一定人に財産上の損













認められるのは、その責任負担 と帳消 し.にされ るべき利益(現 存財産および将来取得確実な
財産における利益〉が存在するからなのであって、.そのような条件を無視 して、.責任負担 自
体 そのまま損害であることを意味するものではない.
以...ヒの田辺康平博1=の見解に対 し、本論文は異なる.立場 をとっている。すなわち、利益 は
損害の正反対の概念ではなく、利益は損害の前提 となる概念である。責任保険においては、






じるとい う損害が発生する可能性を責任保険における被保険利益と解す ることがで きる。
③....搬の責任保険には保険価額が存在 しない。
責任保険は損害賠償責任を負担することにより被る損害 をてん補するものであるが、保険



















①保険の 目的物の所有者としての所有者利益の中に含まれ る使用利益 に の使用利益を機
能価値 によって評価する〉を被保険利益 とする物保険である。
②機能価値 とは、継続使用財を所有 ・使用す ることによって経済生活を営むうえで欲求 を
充足 させ る力.、効用である。
③機能価値は不変ではないが、使用期悶中ほぼ同水準を保つ ものと推定する.損耗が著 し
い程度 に達するまでは同種の新品とほぼ同等の価値 を有 しているといえる。




調達価額 を保険価額 とする評価済保険の要素 を含んだ特約である。本論文は、この種の
新価保険における被保険利益を機能価値の面か ら評価す る立場をとっているため、復旧





新旧弟額 についての費用保険という消極保険とが結合 された保険であると解 している。
(3)の機械保険については、復旧義務があることから、時価額については物保険という積






第7章 では、生命保険の被保険利益ぱ存在 しないとする説{生 命保険にも被保険利益が存
在するとす.る説、生命保険に広義の被保険利益が存在するとする説をそれぞれ検討 し、本論
文は以下のように結論づけている。.



















を適確 に理解 し、発生 した損害がいかなる種類の損害であるのか、いかなる額(範 囲)
の損害であるのかなどについて適確に理解しているか,
.r.Aeの問題意識にもとづ き、①被保険利益を分類 し、種類別の被保険利益について考察 し、
②その後、できるだけ多くの損害保険商品を取 り..Eげて、保険種 目別および特約別にどのよ
うな被保険利益が存在するのかを明 らかに している。
9.被保険利益 の地位 と機能の今 日的意義
第9章 では、まず(1)被保険利益概念の生成 ・発展の歴史過程を通 じて被保険利益の地
位 と機能の伝統的意義を考察 し、 さらに(2)被保険利益の機能的限界に関する論議および
(3>公序良俗論 と被保険利益 との関係を検討 している。その後(4)広義の被保険利益に関
して考察 し、 さらに(5)わが国の損害保険商品における被保険利益の種類 と認識すべき側
面を検討 し、むすびとして、つ ぎの5項 翼につき被保険利益の地位 と機能の今日的意義を明
らかに している。













P!保 険契約の同一性認識の基準 となる。一 同一.一のN的 につ き複数の保険契約 を可
能ならしめる。














面において、被保険利益 は、前述①の面における〔イ}一囚 と同 じ機能が有効に働
いている。
(3>保険会社の保険商品開発 ・保険商品販売 ・保険金支払いの各面における健全 ・適切
な運営の実践理念の1つ が被保険利益である,








で も生 きていると重ねて強調 している,さ らに、被保険利益が保険業法の実践面で果た して
いる役割、保険会社の保険商品開発等の各面 において健全 ・適切な運営の柱の..つと して活
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り、一般的には解決済み ととらえられてい る。にもかかわらず、あえて正面か らこのテーマ
を取 り上げ、世界的 ・歴史的に諸学説を渉猟 し、検証 し直 した学問的姿勢 とこの研究に投 じ
たエネルギーの多量 さには、大いに敬服 させ られる。
(2)被保険利益概念の生成 ・発展に関わる諸学説をよく分析.・検討 し、伝統的な論点につ
いての議論を整理 しつつ、自説を踏 まえて逐.一批判 ・論評を加えてお り、 この分野に関す る
総合的 ・包括的な論文になっている.被 保険利益学説史の研究に稗益するところが大 きく、
保険法 を研究する者にとつて興味ある有益.な資料になるもの と評価できる。
(3)「損害てん補」、「利得禁止原.則i、「利益」、「損害」等の保険論における基本的f114[1に
関し、.歴史上錯綜 して展開されて きた諸概念 を実 に丹念に.分析 ・整理 しており、学問的基礎
作業への貢献大なるものがある。
(4)わが国の損害保険商品の数多くの保険種 目における被保険利益に関 して膨大な量 と種





裏づけられた著者の問題意識か ら出発 し、保険者 ・保険契約者が被保険利益につき明確な認
識を持つよう促すべ く、個. の々保険商品につ き被保険利益が何であるかについて体系的整i
を行っている点において、問題意識と記述内容の.・貫性が 見られる。
2.本論文 の短所




(2)本論文 は、新保険法の内容にはふれないと断ったうえで、 これまでの法規制 ・学説 ・
実務を研究対象としている。確かに、新保険法はまだ施行 されてはいないが、本論文が被保
険利益の今[的 意義の考察を通 じて広く保険制度全般 を論 じ、世に提言を試みようとするも
のである以上、若干 なりとも研究の幅を広げて、学界 ・実務界がまさに現在こぞって研究に
着手 し発言 しているこの新保険法について何 らかの意見を述べてもらいたかった。この点は、
将来の研究継続に期待 したい。
(3)本論文では、近年世聞の耳目を集めて きた保険.会社の保険G不 払い問題に関し、その
原i*aの一つとして被保険利益の何たるかを業界において よく認識 していなかった点を指摘 し
ている。 しか し、 この点の論証が多少平板で薄弱ではないかとの感想を禁 じ得ない。保険業
界における歴史的な大問題であった不払い問題を論 じるならば、 もう少 しその根本的な理由
を摘示 したうえで、それと被保険利益の認識不足 とのつながりを論証して もらいたかったと
思う。
(4)本論文は、あまりに広範囲にわたる多くの問題を扱っているために、論点によっては
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論述 したものであり、わが国の学界および実務界に対して貢献で きる.貴重な成果 となるであ
ろケ、
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